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人体に有害な汚染物質が、私たちの町の土壌や地下水に忍び込んで
いる。その多くは、人類が暮しを豊かにするために作りだした化学
物質で、現在27の重金属、揮発性有機化合物、農薬などについて環
境基準が定められている。目に見えない地下の土壌をどのように浄
化するのか。
　方法は、汚染物質を「吸いとる」「変化させる」「食べさせる」と
いった 3つの浄化方法が代表的だ。
　「吸いとる」方法は、地中に潜む揮発性有機化合物に有効で、金
属部分の洗浄や半導体工場で広く使用されている洗浄剤トリクロロ
エチレンが代表的なもので、揮発性が高く地上に気化していく。こ
れを地中にパイプを打ち込んで吸引して回収する方法である。しか
し、土質が密度の高い粘土質の場合は、石灰を投入して水と反応さ
せ、その熱で気化させ、回収する石灰混合法がある。
　「変化させる」方法は、汚染物質が地下水にまで広がってしまっ
た場合、地下水脈の下流に鉄粉を混ぜた浄化剤をいれた壁を作り、
そこを通過すると汚染水が無害化する。さらにメッキ工場などで問
題となる六価クロムも鉄粉と反応させることで無害化できる。同じ
重金属である有機水銀の場合は、硫化鉄を混ぜて加熱処理すること
で回収できる。
　「食べさせる」方法は、タンカーやガソリンスタンドなどの事故
により、石油で汚染された土地に対して、石油を食べる微生物の力
を借りて分解処理するバイオ浄化技術がある。
　このように土壌の性質や汚染物質に合わせた様々な技術が開発さ
れている。
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今、工場が郊外へ移転したり、合理化で他に転用することが多くなっ
ている。その際、工場跡地が汚染されている可能性があり、大きな
社会問題となっている。目にみえない地下の土壌汚染をどう浄化す
るのか、最新の浄化技術を紹介する。
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